
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月４日、宮城県栗原市で回収された死亡野鳥で A 型インフルエンザ陽性反

応が確認されていましたが、10月７日、遺伝子検査で高病原性鳥インフルエンザウ

イルスが検出されたとの報告がありました。詳細は以下のとおりです。 

  

 

 
 

 

 
 

 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 4年 10月 7日発行 

宮城県で回収された死亡野鳥から                 

高病原性鳥インフルエンザウイルス 

（Ｈ５亜型）検出!! 

１． 回収された死亡野鳥について 
回収場所：宮城県栗原市 

野鳥の種類：マガン 

回収数：１羽 

回収時の状態：死亡 

２． 経緯  
10月 4日：マガン１羽の死亡個体回収。A型インフルエンザの簡易検査で陽性反応 

10月 7日：遺伝子検査で、高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5亜型）検出 

３．対応 
 全国の対応レベルを「対応レベル３」に引き上げ、野鳥における監視を強化 

裏面へ続きます 

引続き、厳重警戒をお願いします!! 
 

このことから、東北地方に 

高病原性鳥インフルエンザウイルスが

侵入していることが 

明らかになりました。 



 

  
 

 

 
 

最上家畜保健衛生所 
（休日・夜間も対応）   電話：０２３３－２９－１３５７ 
                 携帯：０８０－１８４０－０７０４ 

 
高病原性鳥インフルエンザのシーズン到来！ 

飼養衛生管理基準遵守の徹底を！ 


